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【研究の目的と方法】

戦後の阿波踊 り(城 下町徳島の盆踊 り)は, 上

手に踊るということだけでな く, 動きに変化を加

えた り, 群を意識 して踊られる等, 見られること

を意識 して発展 してきた。 阿波踊振興-協会等に属

している, いわゆる有名連はもちろん, 協会等に

属していない連の阿波踊 りの動きにも多様な変化

が見られるようになった。

そこで, 地域に生まれた盆踊 りに, このような

動きの多様化が見 られることになった要因を文献

や資料によって探ることにした。

阿波踊 りに多様化をもたらせた要因には, 踊 り

そのものが多様化 しやすいという阿波踊 りそのも

のに起因する内的要因と阿波踊 りを取 り巻 く環境

等に起因する外的要因に分けることができると考

えられる。今回は内的要因について考察すること

にした。

【研究の結果と考察】

1. 踊 りの振 りについて

阿波踊 りについて小寺1)は 「急調の三味線で,

踊の振も一定せず 自由奔放に踊る」と紹介 してい

る。檜2)も「阿波踊 りの一つの大きな特徴は, 振付

がないとい うことである。 どこの盆踊 りをみて

も, 一つの二つの……, チョチョンがチョンとい

う踊 り方である。阿波踊 りには振付を覚えるとい

うことは全 くない。手を上へあげて, リズムに合

わせて踊れば阿波踊 りになる」 と述べているが, 

さらに 「ただ, その時に約束事が一つある。これ

が阿波踊 りのもう一つの大きな特徴である。一歩

前へ出した足を, も一度そこで踏みかえて, 足で
二拍の リズムを数えつつ前進するのである」とつ

け加えている。

戦後の阿波踊 りの踊 り方につ いての記述3)を見

ると, 檜の言 う約束事が共通に記されている。戦

後の阿波踊 りは 自由奔放に勝手に踊 るというよ

り, 約束事を踏まえて自由に踊 っていると言える。

ということは, 檜のい う約束事が現在では阿波踊

りの振 りであるといえよう。

阿波踊 りの振 りは 」」I」 」と二小節で一まと

まりにな り, それを繰 り返 して踊るので, 振 りの
一まとまりが非常に短いといえる。また, 踊 り方

は両手を上方に挙げ, 図1の 足に合わせて右手右

足を前方へ, 左手左足を前方へと交互に進んでい

くだけとい う単純で簡単なものである。 このよう

に, 単純で一まとまりが短いために, 高低の変化

をつけて踊ることや, 足を横に踏み出して体重を

移動させる変化4)が生まれ, 回転等異なる動きと

の組み合わせ5)をも可能にした。

2. 踊 りのリズムについて

岡田6)は阿波踊 りを原始的な単純二拍子で あ

り, 簡単に口承で伝えることができ, 踊 りも難子

も単純なので誰にも取っつきやすいと述べ, 阿波

踊 り(ぞ めき)の リズムの基本を次のように示 し

ている。

上述のように, お難子の三連符の変形が単純な

二拍子を, 生き生きとさせ, 踊 りやす くしている

が, 動きのリズムは二拍子で, 二拍で一歩ずつ前

進する。二小節(四 拍)で 一 まとま りとなるの

で, 単純で短いリズムパターンである。そこで, 

アクセントをつけたり, 進行方向を変えて進むこ

とにより踊 り手独自の動きの リズムパターン4)5)を

図1の ように生み出すことが可能になる。

3. 踊 りの形態について

嘉永年間(1848年 頃)に 吉成葭亭が描いた六曲
一双屏風「阿波踊 り絵図」 「橋上の阿波踊 り絵図」7)

に見られるように, 阿波踊 りの形態は江戸時代か'

ら"行 進型"で あった。三隅8)が盆踊 りについて

「昔は道行→円陣踊 り→道行という構成のものが

多 く, 近代, 円陣の踊 りだけを伝えているものの

中には, 昔道行 も行っていたのを簡略化したと伝

えているところがかな りある」と言 うように, 多

くの盆踊 りが道行を省略 して円陣の踊 りを残して

いるのに対して, 阿波踊 りは円陣の踊 りが省略さ

れている。戦前の阿波踊 りが広場等で輪になって

踊られていたことを考えると, 円陣での踊 りは戦

後になってから急速に省略されたのであろう。

ともあれ, 多 くの盆踊 りが輪になって踊る形態

図1 Ma. Nの 即 興表現 におけ るモテ ィフe

8分 の6拍 子(三 連符の変形)
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を残しているのに, 阿波踊 りは行進型を残 してき

た。輪になって踊る形態では, 一部の人が途中で

止まった りすると後から踊 ってくる人がそこでつ

かえてしまうので, 全員が歩行を合わせて前進後

退して踊る必要がある。"行 進型"で 踊るとい う
ことは, グル ープ毎に前後の空間をとって踊れ

ば, 他グループと同時に前進後退 しなくてもすむ

のである。

他グループと動きを合わせなくともよいという

ことは時間構成の自由な変化5)につなが る。 ま

た, 隊列の自由な変化4)も “行進型”で踊 るから

こそできたのである。

戦前の阿波踊 りは男女 も女性 も一緒になって

踊っていたようであるが, 戦後の阿波踊 りは男性

同土がまとまって男踊 りを, 女性同士がまとまっ

て女踊 りを踊る傾向が強 くなった。 このことは,

男性の群と女性の群を意識 して踊ることにつなが

り, 群を生か した空間構成を生み出す ことを可

能5)にした。

4. 伴奏音楽について

阿波踊 りは, 踊 りを踊る人々と楽器を演奏する

人々によって構成されている。連と呼ばれる踊 り

の集団には, 踊 る人 々だけが所属するのではな

く, 楽器を演奏する鳴物 と呼ばれ る人 々も所属

し, その集団の伴奏音楽を受け持 っている。言い

かえれば, 阿波踊 りはそれぞれの連がお抱えの伴

奏集団を連れて何処までも練 り歩 くことが可能な

踊 りである。

また, 伴奏集団の存在はそれぞれの連がそれぞ

れのテンポで踊ることを可能に している。例え

ば, 踊るテンポを徐々に速めて踊 りを盛 り上げて

から, 音を一斉に止めて動きを一瞬静止させる

等, 他集団に気兼ねすることな く自由にテンポを

変えることができる。

動きのテンポを変えることだけでなく, 先述 し

た ように独自の動きの リズムパターンを生み出す

のにも, 伴奏集団の存在は欠かせないものである。

グループ毎に伴奏集団を抱えて踊る盆踊 りは, 現

存する数多 くの盆踊 りの中でも希少な存在であろ

う。

【まとめ】

阿波踊 りの特徴を分析すると, 他の盆踊 りとは

異なる特徴(振 りが単純で, 一まとま りが短い,

行進型で, 伴奏集団を持つ等)が 見 られる。その

特徴が阿波踊 りの動きの多様化を可能にする要因

となっている。

しか し, 徳島県には阿波踊 りによく似ていると

いわれる民踊がい くつか存在 してお り, それ らに

は阿波踊 りのように多様な動きの変化は見 られな

い。このことは, 阿波踊 りの動 きの多様化が, 踊

りそのものに起因する要因のみでなく, 阿波踊 り

を取 り巻 く外的環境にも起因することを示唆 して

い る。 今後, このことについて検討 したい。
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